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ボーリング柱状図
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発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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B-No.2（STA.No.2+15L） 36° 44’ 36.6000”

139° 30’ 59.0000”

1010.36 m

8.01 m
0.00° 0.00° 15.00°

栃木県日光土木事務所  道路部　道路保全課 2008-06-09 ～ 2008-06-10
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1010.16 0.20 0.20 有機質シ
ルト
(MO)

1008.36 1.80 2.00

火山砂礫
(GS)

1002.35 6.01 8.01

火山砂礫
(GS)
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～
淡
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軟
ら
か
い緩

い

非
常
に
密
な

含水量やや多い。植物根混入。
0.60mコンクリート塊混入
φ20～40mmの亜円火山礫主体。
礫間は粒径不均一な砂と少量の粘
土。
全体的に緩く，崩壊著しい。

[2.70]φ20～40mm程度の亜円火山
礫が主体。
φ100～300mm(コア長
L=30～100mmの3倍程度として推
定)の転石が混じる
[4.50]礫間は粒径不均質な火山砂と
少量の粘土。
[5.00]3.30m付近まで火山砂が多く
混入。
[6.00]3.60m付近に玉石点在。
4.95m以深は礫分がやや多く密な
状態である。
[7.00]孔壁の自立性は高い。

1.15

1.45
3 2 2

7

30 7

2.15

2.45
10 11 14

35

30 35

3.15

3.39
15 25

10

4

50

24 >50

4.15

4.30
32

18

5

50

15 >50

5.00

5.14
40

10

4

50

14 >50

6.00

6.10
50

50

10 >50

7.00

7.05

50

5

50

5 >50

8.00
8.01

50

1

50

1 >50

06/09

06/10


